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鹿嶋市学校規模適正化基準策定委員会（第１回）資料 

 

１．鹿嶋市の人口の推移と学校の状況 

(1) 人口の推移と人口ビジョン 

鹿嶋市(旧鹿島町)の人口は，１９６０年ごろから進められた鹿島開発により１９６５年以降

に人口は急激に増加し，バブル崩壊後の１９９０年以降も緩やかに人口増加を続けてきました

が，２０１５年（平成２７年 国勢調査 ６７，８７９人）をピークに人口減少へと転じてい

る。 

 鹿嶋市人口ビジョン（２０２２年改訂版）では２０６０年（令和４２年）には総人口が４８，

７５６人（１９，１２３人減）まで減少することを見込んでいる。年少人口（１４歳以下）は

２０２５年以降１１％程度の割合で推移することを見込むが，２０６０年には２０１５年度比

８，７１９人の５８．４％となる５，０９５人（３，６２４人減少）となることを見込んでお

り，鹿嶋市の人口がピークとなった２０１５年，年少人口がピークとなった１９８５年（昭和

６０年）と，現在の状況と将来予測を正確に把握し，情勢に合った施策を展開することが求め

られる。 
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出典：総務省「国勢調査」及び鹿嶋市人口ビジョン（２０２２年度改定版） 

 

【資料②】年齢区分別人口の推移と予測及び小学校区別人口 
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国勢調査から，小・中学校の児童・生徒数についてみますと，鹿島開発以降の人口増加同様

に，１９８５年に，合併前の旧鹿島町・旧大野村合わせて９，２００人を超える児童生徒数と

なり，この時期がピークでした。１９９６年（平成 8 年）以降の鹿嶋市における児童生徒数は，

同年度の６，８９７人が最多となります。その後１０年経過した２００６年（平成１８年）に

は，１９９６年比，約１８％ １，２２１人減の５，６７６人，２０年後の２０１６年（平成

２８年）には，約 2６％ １，７６９人減の５，１２８人，２０２４年（令和６年）は約３２％ 

２，２１６人減の４，６８１人となっています。 

今後も減少傾向は続くものと考えられ，２０２７年（令和９年）には約４，３００人，２０

３０年（令和１２年）には，約３，７００人まで減少していくものと見込んでおります。 

 

 

出典：学校基本調査（各年５月１日）及び，住民基本台帳の出生者数からの見込み値（以下同様）

【資料③ 児童生徒数，学級数の推移】   
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(2) 小学校の状況 

鹿嶋市内には１２の小学校があり，１９９５年（平成 7 年）の旧鹿島町と旧大野村合併時に

あった旧鹿島町の８小学校と旧大野村の４小学校がそのままの形態で現在も存続しております。 

 旧鹿島町時代から存続する 8 小学校は，尋常小学校等を起源とする５小学校(波野小学校，豊

郷小学校，豊津小学校，鹿島小学校，高松小学校)と鹿島開発による人口増加により，高松小学

校の分校から独立した１小学校（平井小学校）及び，新設した２小学校（三笠小学校，鉢形小

学校）に分類される。 

 また，旧大野村から存続する 4 小学校は，いずれも尋常小学校及びその分教場を起源とする

もので，１００年を超える歴史を持つ学校である。 

 なお，旧鹿島町では社会教育と連携した学校教育を推進してきたことで，小学校区に８つの

公民館が整備された。１９９５年の合併以降，旧大野村地区にも小学校区ごとに公民館を整備

すると選挙公約に掲げられたこともあったが，行政区ごとに「集落センター」などの施設が整

備されていたことから，旧大野村以前の旧大同村と旧中野村に公民館を２館整備するにとどま

ったことで，現在，鹿嶋市には１０の地区公民館が整備されている。 

 児童数及び学級数は１９９６年（平成８年）の４，４７０人１４５学級をピークに減少を続

け，２０２４年（令和６年）は３，１９０人（１，２８０人減）１１７学級（２８学級減）とな

っている。今後もさらなる減少が続き，２０３０年（令和１２年）には２，４４６人１０２学

級となることを見込んでいる。この時点での１２校の学校規模の内訳は，過小規模校（５学級

以下）が２校，小規模校（６学級から１１学級）が８校となり，かつて１，０００人を超える

児童数であった三笠小学校の児童数は４３７人，学級数も最大２７クラス（２０１５年）から

１５学級へとなり，適正規模校（１２学級以上）が２校となることが見込まれている。 
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《旧鹿島町 ８校》 
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《旧大野村 4 校》 
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(3)中学校の状況 

5 つの鹿嶋市立中学校は，旧鹿島町の４中学校と旧大野村の 1 中学校が平成 7 年の町村合併

以前の学校数で，現在も存続している。 

旧鹿島町の 4 つの中学校は昭和２９年旧鹿島町合併以前の町村ごとに中学校が開校（豊津村
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また，旧大野村立大野中学校は，昭和３０年の大同村，中野村の合併を機に昭和３２年に統

合大野中学校が誕生した。 
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広範囲に及んでいるため，生徒数は適正規模で推移している。一方，旧鹿島町に創立された４

つの中学校のうち，鹿島中学校と鹿野中学校，平井中学校は市街化区域に学校があることから

生徒数の減少幅も少ないが，高松中学校は，鹿島開発に伴い生徒数が急増した時期はあったも

のの，産業構造の変化を大きく受け，現在は単学級の小規模校となっている。このような状況

もあったことから，高松中学校は，高松小学校に隣接しているという立地的な優位性を活かし，

平成３０年度から小中一貫教育をスタートし，さらに現在では高松小学校を中学校内に移設し，

施設一体型小中一貫教育を推進している。 

なお，鹿嶋市内には，いずれも中高一貫教育校である，県立中学校（県立鹿島高校附属中学

校 1 学年４０人 中学生総数１２０人）と私立中学校（清真学園高等学校中学校 １学年４

クラス 中学生総数４６０人から５００人）の２つの中学校がある。鉾田市にある県立中学校

（県立鉾田第一高等学校附属中学校）への進学者を含めると，市内小学 6 年生のうち約１５％

がこれらの学校に進学している。 

生徒数及び学級数は１９９６年（平成８年）の２，４２７人６９学級をピークに減少を続け，

２０２４年（令和６年）は１，４９１人（９３６人減）４４学級（２５学級減）となっている。

生徒数も同様に減少を続け，２０３０年（令和１２年）には１，３１３人４１学級を見込む。

小学校６年生の１５％が県立，私立中学校等に進学することによる影響（約８０人）も少なく

ないが，少子化が主因と考える。 
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出典：学校基本調査（各年５月１日）及び，住民基本台帳の出生者数からの見込み値（以下同様） 

【資料③ 児童生徒数，学級数の推移（中学校）】 

《旧鹿島町 4 校》 
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《旧大野村 1 校》 
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